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第６次東員町総合計画 概要版
2021 ー 2030
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概要版
本冊子は第６次東員町
総合計画の概要をまと
めた冊子です。



2

　町の未来を見据え、あるべき姿を構想し、その実現のために何をすべきかを
総合的にまとめた、町のすべての取り組みの基本となる計画です。

　第５次東員町総合計画の期間が令和２年度で終了し、令和３年度からの総合
計画が「第６次東員町総合計画」です。

　総合計画は以下の 3 つの層で構成しています。

私たちの町の計画です。

3 つの層で構成しています。
計画の構成

総合計画とは

基本構想

基本計画

実施計画

　本町の未来の姿を展望し、その実現に向けた基本的な考え方を
表します。

　基本構想に基づく取り組むべき施策を定めています。

基本構想

基本計画

実施計画 　基本計画に基づく具体的な事業計画で、毎年３年後までの計画
を策定します。
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１０年の計画です。

　令和３年度（２０２１）～令和１２年度（２０３０）

計画の期間　

基本構想

基本計画

実施計画

R3
2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

　基本構想は１０年とします。基本計画は５年で見直します。実施計画は毎年３年
間の計画を策定し見直します。

前　期 後　期
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基
　
本
　
構
　
想

1
私たちの町に将来もかけがえのないもの

「まち」があって「ひと」がいるのではなく「ひと」がいて「まち」があります。
様々な営みをする人が集まり、何かの役割を担い、
必要とする人がいて、必要とされる人がいて、
感謝する人がいて、感謝される人がいて、
困った人がいれば手を差しのべて、
楽しいことがあればみんなで分かち合い、
苦しいことがあればみんなで知恵を絞り、
誕生を喜び、死を悼み、
こうした「ひと」の営みの中で、幸せを感じる瞬間を過ごせる場所が、
しだいに「まち」として成り立ってきたのではないでしょうか。

「まち」とは？

１ 基本構想
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基
　
本
　
構
　
想

1

・人ありきで成り立つもの
・それぞれの人が得意分野を活かして支え合う共同体
・誰かの仕事でできているもの
・一人ひとりが安心でき、生命を維持できる生活圏 
・環境、平和、人権が守られている場所

「まち」とは

東員町が将来もこうした「まち」であり続けるために「かけがえのないもの」を６つ掲げます。

家族健康 つながり 働く 暮らしやすさ学ぶ
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基
　
本
　
構
　
想

1

日常に幸せを感じる瞬間がある。
何よりも大切なことは、こういうことではないでしょうか。 
そのためには、心身ともに健やかであること。そして活動的であること。 
誰かの活動は誰かの幸せにつながり、その幸せが活動の源となって、また次の幸せに
つながる。こうしたみんなの活躍が東員町のまちづくりにつながっていきます。
健康活躍のまち。
一人ひとりの活躍がこれからの東員町を創ります。小さなことから大きなことまで、
みなさんの活躍にひと言…「おみごと！」
そんな、おみごと！があふれる町を目指します。

一人ひとりの活躍がこれからの東員町を創ります。
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基
　
本
　
構
　
想

1将来像　

健康活躍のまち東員町

「おみごと！があふれる町へ」

OMIGOTOIN（オミゴトウイン）は「おみごと！」と「東員」をかけ合わせ

たキャッチフレーズです。ロゴの３重マルは、①健康と②活躍の先に③まち

の発展があることを表現し、「おみごと！」を称える意味合いも含んでいます。
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基
　
本
　
構
　
想

1

　日本の人口は２００８年（Ｈ２０）をピークに減少となり、２０４８年（Ｒ３０）に
は１億人を割り込んでいくと予想されています（国立社会保障・人口問題研究所）。本町
は近年人口が微増傾向にありますが、将来的には減少に転じると見込まれています。ま
た同時に生産年齢人口（１５～６４歳の人口）が減少していく人口構成の変化も、私た
ちの社会に大きな影響を及ぼします。人口減少による様々な影響は、すぐ目に見えて表
れるのではなく、静かに着実に表れてきます。

　本町は、笹尾、城山地区の大規模住宅団地の造成が進んだ昭和４０年台後半から６０
年代前半にかけて、多くの子育て世代の方が転入し「若い町」として急速に人口が増加
しました。その後、時代は流れ、少子化、核家族化なども相まって、東員町全体で急速
な高齢化が進んでいます。

　本町の合計特殊出生率は、ここ１０年間を見ても１. ０～１. ４を推移しています。こ
れは様々な原因を抱える日本全体の問題です。人口置換水準は２. ０７と言われています
が、日本全体で１９７４年には２. ０７を割り込んでいます。今後、母親世代となる人数
自体も減っていくことから少子化はさらに進行していくことが予想されます。また出生
数が改善しても、しばらく続いた少子化が今後の社会に与える影響は避けられません。

　戦後、日本全体が大きく発展し飛躍してきました。先人が築いた豊かさから私たちは
多くの幸せを授かりました。しかし時代は大きく転換し、様々な面で縮小する時代へと
突入しています。私たちの意識や行動も転換すべき時代がきています。

　情報化社会が進み、世界の状況が把握できる時代になりました。日本を含めて世界の
国の行動が、地球規模で環境破壊や格差などを生み出していることも分かるようになり
ました。そして、すでに一人ひとりの行動が変わらないと未来の世代に大きな悪影響を
及ぼすことも分かってきました。

人口減少

急速な高齢化

少子化

成長社会から縮小社会への転換

地球の持続可能性

　本町を取り巻く５つの大きな課題

まちづくりの基本的な考え方

1

2

3

4

5
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基
　
本
　
構
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1
　５つの大きな課題に対処するため、今後１０年間は次の５つの考え方を大切
にまちづくりを進めます。

　※印の注釈を１５ページに記載しています。

　本町が進める大切な５つの考え方

　人口減少、超スマート社会、新型コロナウイルス感染症と新たな変革が求められる
兆しが見えています。いつの時代もその度に私たちは知恵とアイデアで進化してきま
した。今までの意識を転換し、新しい時代へのまちづくりを進めます。

新しい時代への変革

大切な
キーワード

成長社会から
の意識転換

ソサエティ
５. ０※

新しい
生活様式 チャレンジ

 　「まち」は、そこに住む「ひと」が創りあげるという原点を大切に、共に生きる社
会が構築されるようにまちづくりを進めます。

共生社会でまちを創る

大切な
キーワード 支え合い 協働パートナー

シップ コミュニティ

大切な
キーワード

　地域の稼ぐ力や地域価値を高めるため「稼げるまちづくり」を進め、まちに賑わい
と活力を生み出すまちづくりを進めます。

稼ぐ

官民連携 お金を
生み出す 経営視点 地域経済循環

　今までの拡大志向を見つめ直し、本当に必要なものや大切なものだけにスリム化し、
シンプルに幸せを追求すれば、今後の社会でもスマートに充実した社会への転換が可
能だと考えます。本当の意味での「まちの実力」をつけるまちづくりを進めます。

大切な
キーワード

今あるもの
を生かす 選択と集中 身の丈にあった

取り組み

スマートに充実する

大切な
キーワード

　未来の世代の立場に立って、今やるべきことを考えます。長期的な視点で未来の世
代へバトンを渡せるまちづくりを進めます。

未来をデザインする

ＳＤＧｓ
コンパクト
＋ネット
ワーク※

バックキャス
ティング※

低炭素社会
脱炭素社会※



10

1　健康であるために

政　策 (9)かけがえの
 ないもの

2　次世代を育むために

４　持続可能な町の経営ができるために

５　子どもたちの生きる力を育むために

６　人生を豊かにするために 

７　生活を支える担い手があり続けるために

８　安全と安心を守るために

９　持続可能な町の形をつくるために

お
み
ご
と
！
が
あ
ふ
れ
る
町
へ

総
合
計
画
の
全
体
系
図

健康

家族 

つながり 

学ぶ

働く

暮らし
やすさ

3　みんなが活躍できる地域共生社会をつくるために

　基本計画　基本構想
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１−１　健康づくりの推進

３−６　人権尊重社会の形成

６−４　スポーツの振興

２−１　子育て支援の充実

４−２　行政機能の確保・管理

８−１　消防・防災対策の充実

３−３　高齢者福祉の推進

６−１　生涯学習の推進

９−２　道路の整備・管理

１−２　地域医療体制の確保

３−７　観光の振興

７−１　農業の振興

３−１　主体的で特色のある地域づくりの推進

５ー１　幼児教育・学校教育の充実

８−２　交通安全・防犯・消費者保護対策の充実

３−４　障がい者福祉の推進

６−２　青少年の健全育成

９−４　低炭素・循環型社会の形成

９−３　公共交通網の維持・確保

９−６　上下水道整備・管理

１−３　社会保障の確保

４−１　効率的行財政の運営

７−２　商工業の振興

３−２　地域福祉の推進

５−２　教育環境の整備

９−１　良好な居住環境の形成

３−５　男女共同参画社会の実現

６−３　文化力の向上

９−５　環境衛生対策の推進

健康意識の醸成、健康づくり組織等の支援、各種検診・予防対策の充実、
健康に関する相談・指導体制の充実、精神保健の推進、歯科保健の推進、
感染症対策の推進、食育の推進

広域連携による地域医療体制の充実、広域連携による救急医療の確保、
在宅医療・介護連携の推進

国民健康保険事業の適正運営、後期高齢者医療制度の適正運営

妊娠期から子どもを産み、育てる親への支援の充実、子育て・子育ち
の支援の充実 、親と子の健康づくりの促進、生きる力を育む教育・
体験交流の推進 、子どもの育ちを支える地域環境の整備 

地域づくりへの支援、住民活動の支援、広報・広聴の推進

社会福祉事業の推進、社会福祉協議会への支援、
ふれあいセンターの維持管理

人権教育・啓発の推進、人権問題に関する相談体制の整備、みんなと一
歩ずつ未来に向かっていく東員町子どもの権利条例の啓発

観光資源の活用・創造、様々な産業などと連携した観光の推進、
観光振興団体などへの支援、ＰＲ活動の推進、広域観光体制の推進

行財政改革の推進、広域行政の推進、ＰＤＣＡサイクルに基づく
トータルシステム構築の推進、人材の育成、健全な財政運営の
推進、健全な財政基盤の確保、自主財源の確保

庁舎など行政基盤の適切な維持管理、法令に基づく基本的行政機能の
確保、情報システムの適正な運用管理、デジタル化の推進

健康づくり・介護予防の推進、高齢者福祉の充実、地域で支えあい、
見守るまちづくり、認知症バリアフリー社会の実現、安全で快適な暮
らしやすいまちづくりの推進、介護保険事業の充実
地域福祉の推進、相談支援体制・情報提供の充実、療育・教育の推進、
保健・医療サービスの推進 、生活支援の充実、雇用・就業に向けた
支援の推進、生活環境の整備 、障がい者施策推進体制の強化
男女共同参画の意識づくり、男女がともにあらゆる分野で活躍できる
まちづくり、ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の推進、
安全・安心に暮らせるまちづくり

施　策 (29) 主な取り組み

１６年一貫教育の推進、幼児教育の充実、学校教育の充実、
特別支援教育の推進、心身の健康へ対応

社会教育関連施設の集約・維持管理・有効活用、図書館の充実、
特色ある生涯プログラム（生涯学習・学校部活動含む）の整備と提供、
指導者 ( 人材 ) の育成

子どもの安全の確保、教育施設と設備の適切な維持管理、
教育機器の整備、学校給食の充実

青少年の活動促進、青少年の社会参加の促進、育成環境の整備、
成人の社会的自立意識の促進

文化団体・指導者の育成、文化イベントなどの充実、文化財の保存・
活用、特色ある生涯プログラム（文化活動・学校部活動含む）の整備
と提供
スポーツ施設の集約・維持管理・有効活用、多様なスポーツ活動の普
及促進、特色ある生涯プログラム（スポーツ活動・学校部活動含む）
の整備と提供、指導者 ( 人材 ) の育成
農業生産基盤の整備充実、担い手の育成・確保、農産物の生産性の向
上及び高品質化の促進、食の安全・安心と環境に配慮した農業の促進、
６次産業化の促進

商工会と連携した商工業活動の促進
農業や観光などとの連携強化、企業誘致の推進

総合的な防災体制の確立、地域防災力（自助・共助）の向上
消防団の活性化、要配慮者対策の充実

関係団体への活動支援、知識や意識向上の取組み、相談体制などの提供、
安全な道路環境の整備・維持管理、防犯環境の充実、犯罪被害者など
支援体制の構築

計画的な都市機能の適正立地、良好な住宅地の形成、良好な居住環境
の維持、町営住宅の維持管理、公園・緑地・河川の整備・維持管理

広域的なアクセス向上に向けた道路整備、計画的な道路、橋りょうの
整備と維持管理

鉄道の維持・活性化、バス・タクシーの維持・活性化、持続可能な仕組み
の構築、交通結節点の利便性向上、オレンジバス再編、新たな移動形態の
研究・実現推進、外出支援、公共交通の魅力発信、快適性の向上

地球温暖化対策の推進、ごみ収集・処理体制の充実、ごみ減量の促進、
３Ｒ運動の促進

環境調査の実施、環境保全意識の醸成・啓発、動物愛護と適正飼育、
墓地公園、斎苑の維持管理、し尿などの適正処理

上下水道の計画的な更新と維持管理、上下水道の災害対策の推進、経営
安定化の推進、水源の保護

　基本計画

重点

重点

重点

重点

重点

重点

重点

重点

重点

戦略

戦略

戦略

戦略

戦略

戦略

戦略

戦略

戦略

戦略

戦略

戦略

戦略

戦略

重点施策に位置付けている施策には　　、東員町まち・ひと・しごと創生総合戦略に位置付けている施策には   　 と
表記しています。

重点 戦略
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稼げるまち

　
　
　
　
　
基
　
本
　
計
　
画

2
重点施策　　

１−１　健康づくりの推進
３−３　高齢者福祉の推進
９−３　公共交通網の維持・確保 ( 総合戦略 )

　子育て世代にとって安心して子育
てができる環境づくりを進め、次代
を担う子どもたちの笑顔があふれる
まちづくりを進めます。

　農業を核とした、新しいまちのブランド
となるような農産物づくりに取り組み、稼
げるまちづくりとして農業の６次産業化を
進めます。

２−１　子育て支援の充実（総合戦略）

７−１　農業の振興（総合戦略）
７−２　商工業の振興（総合戦略）

子育てがしやすいまち

　誰もが健康で暮らせるよう、フレイル※予防
などの健康づくりを進めます。また健康的に活
動できるよう、日常の移動手段に新しい技術を
取り込んだ交通手段も含めて確保します。

  健康で暮らせるまち

２ 基本計画

重点的な施策を決めています。
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 協力しあえるまち

人生を豊かにするまち

　まちづくりは行政だけで担えるもので
はありません。地域の人、企業の皆さん、
ＮＰＯ、ボランティアの方など様々な人
たちと協力、協働しながら進めます。ま
た、地域間連携として広域的な連携も行
いながらまちづくりを進めます。

　文化やスポーツなどを通して、東員町らし
さを生み出すまちづくりを進めます。

東員町まち・ひと・しごと創生総合戦略にも掲げる施策は（総合戦略）と表記しています。

※注釈
■フレイル
　健常から要介護へ移行する中間の段階で具体的には、加齢に伴い筋力が衰え、疲れやすくなり家に
閉じこもりがちになるなど、年齢を重ねたことで生じやすい衰え全般を指す。

３−１　主体的で特色のある
　　　　地域づくりの推進（総合戦略）

６−３　文化力の向上（総合戦略）
６−４　スポーツの振興（総合戦略）
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東員町まち・ひと・しごと創生総合戦略

　まち・ひと・しごと創生法に基づく「東員町まち・ ひと・しごと創生総合戦略（以
下、総合戦略）」を総合計画に記載し一体的に進めます。総合戦略は、主に人口減
少対策に関する施策を掲げています。

人口の将来展望

推計の内容
■２０２０年の値は、２０２０年国勢調査の結果が集計されるまでに期間を要するため、２０２０年１１月時点での国勢調査
の集計値を踏まえ本町独自に算出し、２５, ８００人としました。年齢構成の値は、住民基本台帳（令和２年９月末日）によ
る人口の年齢構成を参考に算出しました。
■２０１５～２０２０年の推移を住民基本台帳の推移を参考にして、それが２０３０年まで続くと仮定しました。２０３５年
以降は社人研推計に準じていますが、５歳階級別に社人研推計で人口がマイナス算定となる階級の比率を５０% にして、ゆる
やかな減少としました。

人口規模の目標があります。

　国立社会保障・人口問題研究所（以下「社人研」）「日本の地域別将来推計人口（平
成２９年推計）」をベースに東員町独自で人口の将来推計を行いました。

1985 年 1990 年 1995 年 2000 年 2005 年 2010 年 2015 年 2020 年 2025 年 2030 年 2035 年 2040 年 2045 年 2050 年 2055 年 2060 年

        総人口 18,949 25,447 26,235 26,305 25,897 25,661 25,344 25,800 26,121 26,374 25,772 24,938 23,996 23,028 22,052 21,052 

        75 歳以上 670 915 1,176 1,456 1,867 2,300 2,757 3,284 4,189 4,444 4,651 4,475 4,212 4,383 4,406 4,544 

        65 ～ 74 歳 1,020 1,302 1,675 2,025 2,304 2,998 4,301 4,437 3,498 2,773 2,497 2,870 3,076 3,016 3,149 2,982 

        15 ～ 64 歳 12,199 16,984 18,302 18,904 18,307 16,990 14,888 14,550 14,782 15,416 15,266 14,626 14,086 13,171 12,217 11,412 

          0 ～ 14 歳 5,060 6,246 5,065 3,920 3,397 3,373 3,398 3,529 3,652 3,741 3,358 2,967 2,622 2,458 2,280 2,114 
老年人口比率 (65 ～ ) 8.9% 8.7% 10.9% 13.2% 16.1% 20.6% 27.8% 29.9% 29.4% 27.4% 27.7% 29.5% 30.4% 32.1% 34.3% 35.7%

生産年齢人口比率 (15 ～ 64) 64.4% 66.7% 69.8% 71.9% 70.7% 66.2% 58.7% 56.4% 56.6% 58.5% 59.2% 58.6% 58.7% 57.2% 55.4% 54.2%
年少人口比率 (0 ～ 14 ) 26.7% 24.5% 19.3% 14.9% 13.1% 13.1% 13.4% 13.7% 14.0% 14.2% 13.0% 11.9% 10.9% 10.7% 10.3% 10.0%
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　この将来推計に基づき、２０６０年に人口規模を約２. １万人に維持することを目
指します。このために本町の魅力をさらに高め、生涯の居住地として選んでもらえる
ように総合戦略に掲げる施策を進めます。

２０６０( 令和４２) 年に
人口約２. １万人を維持する。

人口規模
の目標

※注釈

■ソサエティ 5.0

　狩猟社会（Society 1.0）、農耕社会（Society 2.0）、工業社会（Society 3.0）、情報社会（Society 4.0）に続く、新たな

社会を指すもので、第５期科学技術基本計画において国が目指すべき未来社会の姿として提唱。サイバー空間（仮想空間）

とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させ、経済発展と社会的課題の解決を両立する、新たな未来社会をいう。

■コンパクト＋ネットワーク

　人口減少・高齢化が進む中、地域活力の維持と医療・福祉・商業などの生活機能を確保し、高齢者などが安心して暮ら

せるよう、地域公共交通と連携したコンパクトなまちづくりをいう。

■バックキャスティング

　あるべき姿を定義して、その実現手段を考える思考法をいう。ありたい姿・あるべき姿を規定し、その実現のために、

今なすべきことを考える。これに対してフォアキャスティングは、現在を起点として未来を予測する方法。

■低炭素社会、脱炭素社会

　地球温暖化の原因と考えられる二酸化炭素（温室効果ガス）の排出量を抑制する取り組みをいう。

低炭素社会…二酸化炭素の排出量を削減する社会

脱炭素社会…二酸化炭素の排出量を実質ゼロにする社会

総合戦略の 4 つの基本目標と戦略施策

基本目標２

　しごとづくり

2-1 農業の振興

2-2 商工業の振興

2-3 障がい者福祉の推進

基本目標１

　みらいを育む

1-1 子育て支援の充実

1-2 幼児教育・学校教育の充実

1-3 教育環境の整備

基本目標３

　にぎわいづくり

3-1 観光の振興

3-2 文化力の向上

3-3 スポーツの振興

基本目標４

魅力ある
地域づくり・

人づくり

4-1 主体的で特色のある地域づくりの推進

4-3 道路の整備・管理

4-4 公共交通網維持・確保

4-5 低炭素・循環型社会の形成

4-2 良好な居住環境の形成



×

　持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）とは、平成１３（２００１）年に策定されたミレニアム開
発目標（ＭＤＧｓ）の後継として、平成２７（２０１５）年９月の国連サミットで採択された「持
続可能な開発のための２０３０アジェンダ」に記載された令和１２年（２０３０）年までの世
界が目指す国際目標です。
　１７のゴールと１６９のターゲットから構成され、地球上の「誰一人取り残さない」ことを誓っ
ています。

　本町でも総合計画の各施策に関連するＳＤＧｓを照らし合わせ、持続可能なまちづくりを目
指します。まずは世界の共通目標であるＳＤＧｓを多くの方が知り、それぞれ自分たちができ
ることに取り組んでいくことが必要です。

ＳＤＧｓの達成に向けて。

第６次東員町総合計画 概要版
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